
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
底板に両側面パネルと背面パネルを取り付けると共にこの側面パネル及び背面パネルに屋
根部を取り付けて前面を開口した状態で収納空間を形成し、前面開口に横開き型シャッタ
を備えたホームロッカーにおいて、
前記各側面パネルの一方又は両方の内側に、この側面パネルとの間で前記横開き型シャッ
タの収納空間を形成する内側パネルを設けると共に、前記側面パネル 内側パネル
方に、前記シャッタに軽く接触してシャッタのスライドを案内する案内用リブを

設けたことを特徴
とするホームロッカー。
【請求項２】
底板に両側面パネルと背面パネルを取り付けると共にこの側面パネル及び背面パネルに屋
根部を取り付けて前面を開口した状態で収納空間を形成し、前面開口に横開き型シャッタ
を備えたホームロッカーにおいて、
前記各側面パネルの一方又は両方の内側に設けられこの側面パネルとの間で前記横開き型
シャッタの収納空間を形成する内側パネルと、
前記シャッタを上側から軽く押さえる上側押え用リブと、
前記側面パネル 内側パネル 方に 設けら
れ前記シャッタに軽く接触してシャッタのスライドを案内する案内用リブと、
前記底板に設けられ前記シャッタがスライド可能に嵌合されるガイド溝と、
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及び の両
前記側面

パネル及び内側パネルのうち前記シャッタのスライド方向全長に亘って

及び の両 前記シャッタのスライド方向全長に亘って



前記ガイド溝の底部に設けられ前記シャッタのスライドをスムーズにするレールとを備え
たことを特徴とするホームロッカー。
【請求項３】
請求項 に記載のホームロッカーにおいて、
前記側面パネル 内側パネ 先端部を内側に弓なりに曲げて形成したことを特徴とす
るホームロッカー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、各種の物を収納し保管するホームロッカーに関し、特に全体の剛性、収納空間
及び収納効率を改良したホームロッカーに関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、ホームロッカーは図１８に示すように構成されている。
【０００３】
図中の１は底板で、この底板１の両側には側面パネル２，３が、底板１の背面には背面パ
ネル（図示せず）がそれぞれ取り付けられている。側面パネル２，３と背面パネルの上側
には屋根部４が取り付けられている。これら底板１と側面パネル２，３と背面パネルと屋
根部４とで本体５が構成され、この本体５によって、前面が開口した収納空間が形成され
ている。この本体５の前面開口には開閉手段としてシャッタ６が設けられている。このシ
ャッタ６は上下にスライドして前面開口を開閉する縦開き型として構成されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、前記構成のホームロッカーでは、シャッタ６が縦開き型であるためシャッタ６
の開閉操作が煩雑である。
【０００５】
このため、本発明者は横開き型シャッタを用いたホームロッカーを考案したが、シャッタ
が横開き型の場合、このシャッタを開くと、シャッタの基端部は側面パネル２，３の内側
に収納されることになる。
【０００６】
この場合、本体５内の収納空間のうち側面パネル２，３の内側面部分についてはシャッタ
の出入りを考慮して、ある程度空間を設ける必要がある。この空間はデッドスペースとな
る。このため、内部に棚を設けることもできず、収納効率が悪い。
【０００７】
また、側面パネル２，３や背面パネルは通常平板状に成形されるため、撓みやすく、本体
５の剛性が低かった。
【０００８】
本発明は以上述べたような問題点に鑑みてなされたもので、全体の剛性、収納空間及び収
納効率を改良したホームロッカーを提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
前述した課題を解決するために第１の発明に係るホームロッカーは、

第２の発明に係るホームロッカーは、
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２
及び ルの

底板に両側面パネル
と背面パネルを取り付けると共にこの側面パネル及び背面パネルに屋根部を取り付けて前
面を開口した状態で収納空間を形成し、前面開口に横開き型シャッタを備えたホームロッ
カーにおいて、前記各側面パネルの一方又は両方の内側に、この側面パネルとの間で前記
横開き型シャッタの収納空間を形成する内側パネルを設けると共に、前記側面パネル及び
内側パネルの両方に、前記シャッタに軽く接触してシャッタのスライドを案内する案内用
リブを前記側面パネル及び内側パネルのうち前記シャッタのスライド方向全長に亘って設
けたことを特徴とする。

底板に両側面パネルと背面パネルを取り付けると共



第３の発明に係るホームロッカーは、

【００１０】
【作用】
第１の発明では、側面パネルの内側にシャッタの収納空間を形成する内側パネルを設けた
ので、ホームロッカー内に物を収納する場合、内部収納空間の背面パネル側と共に両側面
パネル側にもシャッタの出入りの障害になることなく、物を隙間なくいっぱいに収納する
ことができるようになる。
【００１１】

側面パネル 内側パネル 方に案内用リブを設けたので、この案内用リブが
シャッタに軽く接触してシャッタを案内し、シャッタのスライドがスムーズになる。
【００１２】
第２の発明では、第１の発明と同様に、案内用リブがシャッタに軽く接触してシャッタを
案内し、シャッタのスライドがスムーズになると共に、シャッタが上下に振動したりずれ
たりしないようになる。また、前記シャッタが嵌合されるガイド溝の底部にレールを設け
たので、シャッタのスライドがスムーズになる。
第３の発明では、第２の発明と同様の効果をすることができると共に、側面パネル及び内
側パネルの先端部を内側に弓なりに曲げて形成したので、シャッタはこの弓なりに曲げた
先端部に案内されて出し入れされ
【００１３】
【実施例】
以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【００１４】
本実施例に係るホームロッカー１１は、図１及び図３から図５に示すように構成されてい
る。このホームロッカー１１は、外殻を形成する本体１１Ａと、この本体１１Ａ内に適宜
装着される棚板１２とから概略構成されている。棚板１２は平板で構成されている。
【００１５】
本体１１Ａは、土台となる底板１３と、この底板１３の両側に取り付けられた側面パネル
１４，１５と、底板１３の背面に取り付けられた背面パネル１６と、側面パネル１４，１
５及び背面パネル１６の上側を施蓋して設けられた屋根部１７とから概略構成されている
。
【００１６】
この本体１１Ａの前面開口１１Ｂには横開き型のシャッタ１８が設けられている。このシ
ャッタ１８は前面開口１１Ｂの中央部で右シャッタ部１８Ａと左シャッタ部１８Ｂに分割
されて、左右に開くようになっている。そして、右シャッタ部１８Ａは右側面パネル１４
の内側に、左シャッタ部１８Ｂは左側面パネル１５の内側にそれぞれスライドしながら収
納されるように構成されている。各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂの先端部には、これらを開
閉するための取っ手１９Ａ、１９Ｂが設けられている。
【００１７】
各側面パネル１４，１５の内側には、この各側面パネル１４，１５との間で各シャッタ部
１８Ａ，１８Ｂの収納空間を形成する内側パネル２１，２２が設けられている。
【００１８】
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にこの側面パネル及び背面パネルに屋根部を取り付けて前面を開口した状態で収納空間を
形成し、前面開口に横開き型シャッタを備えたホームロッカーにおいて、前記各側面パネ
ルの一方又は両方の内側に設けられこの側面パネルとの間で前記横開き型シャッタの収納
空間を形成する内側パネルと、前記シャッタを上側から軽く押さえる上側押え用リブと、
前記側面パネル及び内側パネルの両方に前記シャッタのスライド方向全長に亘って設けら
れ前記シャッタに軽く接触してシャッタのスライドを案内する案内用リブと、前記底板に
設けられ前記シャッタがスライド可能に嵌合されるガイド溝と、前記ガイド溝の底部に設
けられ前記シャッタのスライドをスムーズにするレールとを備えたことを特徴とする。

第２の発明に係るホームロッカーにおいて、前記側
面パネル及び内側パネルの先端部を内側に弓なりに曲げて形成したことを特徴とする。

さらに、 及び の両

る。



側面パネル１４，１５は、図６から図８に示すように構成されている。なおこの図は、左
側面パネル１５を示している。右側面パネル１４と左側面パネル１５とは左右対象である
ことを除いて同一の構成を有しているので、ここでは左側面パネル１５についてのみ説明
する。図６は左側面パネル１５を示す平面図、図７は左側面パネル１５を示す底面図、図
８は左側面パネル１５を示す断面図である。
【００１９】
この左側面パネル１５は、図示するように１枚の平板２５で構成され、底板１３の形状に
合せて先端部が内側（例えば図６中の左側）に弓なりに曲げられている。この平板２５に
は、補強用の凸溝２６が複数本設けらている。この凸溝２６は平板２５の上下方向に全長
に亘って設けられ、断面形状が内側に凸状に折り曲げて形成されている。
【００２０】
平板２５の内側には、凸溝２６と共に平板２５を補強するための補強用リブ２７が横方向
に設けられている。この補強用リブ２７は各凸溝２６間を架け渡すように横方向に、かつ
上下に多段に設けられている。この各補強用リブ２７はその高さを凸溝２６と同じ高さに
設定されている。さらに、平板２５の内側には左シャッタ部１８Ｂの外側に当接してこの
左シャッタ部１８Ｂを案内する案内用リブ２８が設けられている。この案内用リブ２８は
、各補強用リブ２７のうちの数個を高くして形成されている。この案内用リブ２８の高さ
は、この案内用リブ２８の先端部と後述する内側パネル２１，２２の案内用リブ３９の先
端部との間隔が左シャッタ部１８Ｂの厚さよりも僅かに広い程度に設定されている。即ち
、案内用リブ２８と案内用リブ３９とで左シャッタ部１８Ｂをゆるく挟持するようになっ
ている。さらに、各案内用リブ２８のうち最上段のリブ２８だけは他のリブ２８よりさら
に高く成形され、左シャッタ部１８Ｂを上側から押えて左シャッタ部１８Ｂが上下に振動
したりずれたりしないようになっている（図１５参照）。
【００２１】
図中の２９は左側面パネル１５と屋根部１７とをねじで固定するためのねじ穴である。ま
た、３０は平板２５の上端部に設けられた固定用突起部で、この固定用突起部３０と左内
側パネル２２の固定用突起部４０との間が互いにねじ固定されることで、左側面パネル１
５と左内側パネル２２とが互いに固定されるようになっている（図１４参照）。また、平
板２５の下端部には、その全長に亘って嵌合用リブ３３が設けられている。この嵌合用リ
ブ３３は後述する底板１３の嵌合溝４５に嵌合してこの底板１３と結合するためのもので
ある。さらに、３４は底板１３と左側面パネル１５とをねじで固定するためのねじ穴であ
る。
【００２２】
内側パネル２１，２２は、図９から図１１に示すように構成されている。なおこの図は、
左内側パネル２２を示している。右内側パネル２１と左内側パネル２２とは、前記各側面
パネル１４，１５の場合と同様に、左右対象であることを除いて同一の構成を有している
ので、ここでは左内側パネル２２についてのみ説明する。図９は左内側パネル２２を示す
平面図、図１０は左内側パネル２２を示す底面図、図１１は左内側パネル２２を示す断面
図である。
【００２３】
左内側パネル２２は、図示するように１枚の平板３６で構成され、底板１３の形状に合せ
て、前記左側面パネル１５と同様に弓なりに曲げられている。この平板３６には、左側面
パネル１５の平板２５と同様に、補強用の凸溝３７が複数本設けられている。
【００２４】
平板３６の内側には、凸溝３７と共に平板３６を補強するための補強用リブ３８が設けら
れている。さらに、平板３６の外側には左シャッタ部１８Ｂの内側に当接してこの左シャ
ッタ部１８Ｂを案内する案内用リブ３９が設けられている。この案内用リブ３９は、前記
補強用リブ３８とは反対側に、前記左側面パネル１５の案内用リブ２８に対向して設けら
れている。この案内用リブ３９の高さは、前述したように、前記案内用リブ２８の先端部
との間隔が左シャッタ部１８Ｂの厚さよりも僅かに広い程度に設定され、この左シャッタ
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部１８Ｂの開閉により左シャッタ部１８Ｂが各案内用リブ２８，３９に軽く接触しながら
これらの案内用リブ２８，３９に案内されてスライドするようになっている。図中の４０
は平板３６の上端部に設けられた固定用突起部で、この固定用突起部４０と前記左側面パ
ネル１５の固定用突起部３０との間がねじ固定されることで、左側面パネル１５と左内側
パネル２２とが互いに固定される（図１４参照）。また、平板３６の下端部には、その全
長に亘って嵌合用リブ４１が設けられている。この嵌合用リブ４１は底板１３に設けられ
た後述の嵌合溝４７に嵌合してこの底板１３と結合するためのものである。
【００２５】
底板１３には、図１２及び図１３に示すように、その両側部分に側面パネル１４，１５の
嵌合用リブ３３を嵌合させるための嵌合溝４５が設けられている。この嵌合溝４５の内側
には　各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂがスライド可能に嵌合されるガイド溝４６が設けられ
ている。このガイド溝４６は底板１３の両側部分と前面部分に設けられている。各シャッ
タ部１８Ａ，１８Ｂはこのガイド溝４６に嵌合することで、支持され、開閉時の移動が案
内されるようになっている。このガイド溝４６の底面にはこの溝４６の全長に亘って断面
３角形状のレール４６Ａが設けられている。このレール４６Ａは接触面積を小さくするこ
とで各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂのスライドをスムーズにするためのものである。
【００２６】
ガイド溝４６の内側には各内側パネル２１，２２の嵌合用リブ４１が嵌合する嵌合溝４７
が設けられている。また、底板１３の背面部分には背面パネル１６の嵌合用リブ（図示せ
ず）が嵌合するための嵌合溝（図示せず）が設けられている。
【００２７】
そして、各側面パネル１４，１５が嵌合溝４５に嵌合して固定され、この側面パネル１４
，１５の内側に各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂがガイド溝４６に嵌合され、さらに各内側パ
ネル２１，２２が嵌合溝４７に嵌合された後、図１４のように、各側面パネル１４，１５
と各内側パネル２１，２２とが各固定用突起部３０，４０間にねじ４８で固定される。な
おこのとき、各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂは、図１５に示す概略図のように、側面パネル
１４，１５に設けられた上側押え用のリブ２８で上側から軽く押えられ、各シャッタ部１
８Ａ，１８Ｂが上下に振動したりずれたりしないようになっている。
【００２８】
本体１１Ａの前面開口１１Ｂの中央部には、図１に示すように、各シャッタ部１８Ａ，１
８Ｂの端部を当接支持すると共に屋根部１７を補強するための支柱５０が取り付けられて
いる。
【００２９】
背面パネル１６は、図１、図２及び図５に示すように構成されている。この背面パネル１
６は、１枚の平板５１で構成され、この平板５１を補強するための凸溝５２が複数本設け
らている。この凸溝５２は前述した左側面パネル１５の凸溝２６と同様に、平板５１の上
下方向に全長に亘って設けられ、断面形状が内側に凸状に曲げて形成されている。
【００３０】
さらに、背面パネル１６の左右方向中央部には、断面が凸形状で垂直方向に延長して形成
された凸条５４が設けられている。この凸条５４は背面パネル１６の垂直方向に全長に亘
って形成され、この背面パネル１６を補強している。この凸条５４は支柱として機能し、
特に屋根部１７からかかる重量に対して十分な強度を有するように設定されている。凸条
５４の断面形状は本体１１Ａの内側へ窪ませた２段凸形状に形成されている。この形状及
び大きさは、想定される重量に応じて適宜設定される。
【００３１】
また、支柱５０と前記各内側パネル２１，２２と背面パネル１６には、棚板１２を支持す
るための棚支持部材５６が設けられている。この棚支持部材５６は、ビスによって構成さ
れている。具体的には、支柱５０と前記各内側パネル２１，２２と背面パネル１６にそれ
ぞれ肉厚のビス穴（図示せず）を設け、このビス穴にビスをねじ込んで、棚板１２をその
下側の４ヵ所の位置で支持するようになっている。このように棚支持部材５６は、棚板１

10

20

30

40

50

(5) JP 3549265 B2 2004.8.4



２を４ヵ所で支持するために、背面パネル１６に２ヵ所、内側パネル２１，２２に１ヵ所
、支柱５０に１ヵ所それぞれ設けられている。さらにこれらの棚支持部材５６は互いに同
じ高さの位置に設けられる。棚板１２は本体１１Ａ内において支柱５０を境に左右に設け
られるので、この棚支持部材５６は支柱５０を境に左右に設けられる。具体的には、背面
パネル１６の凸条５４を境にした左右の一方又は両方にそれぞれ２ヵ所ずつ、各内側パネ
ル２１，２２の一方又は両方の前面開口１１Ｂ側にそれぞれ１ヵ所ずつ、支柱５０の左右
の一方又は両方にそれぞれ１ヵ所ずつ設けられている。棚板１２を複数段に設けるときは
、４ヵ所の同じ高さの位置に設けた棚支持部材５６を１組として、これを上下に複数段に
設ける。
【００３２】
以上のように構成されたホームロッカー１１を組み立てるときは、まず各側面パネル１４
，１５と背面パネル１６とをその上下を逆して互いにねじで固定する。次いで、側面パネ
ル１４，１５及び背面パネル１６を覆うように底板１３を載せ、底板１３の嵌合溝４５に
各側面パネル１４，１５の嵌合用リブ３３を嵌合させると共に背面パネル１６も底板１３
の嵌合溝（図示せず）に嵌合させた状態でねじによって互いに固定する。このとき、支柱
５０もねじで固定する。
【００３３】
次いで、これらを逆にし、各側面パネル１４，１５の内側に沿って各シャッタ部１８Ａ，
１８Ｂをガイド溝４６に嵌合させ、さらに各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂの内側に沿って各
内側パネル２１，２２を取り付ける。この各内側パネル２１，２２ではその嵌合用リブ４
１を嵌合溝４７に嵌合させ、その後各側面パネル１４，１５と各内側パネル２１，２２と
を、その間に各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂを収納した状態でねじ４８によって互いに固定
する。
【００３４】
次いで、各側面パネル１４，１５及び背面パネル１６を覆って屋根部１７を取り付け、ね
じ５８で屋根部１７と、両側面パネル１４，１５、背面パネル１６及び支柱５０を固定す
る。
【００３５】
次いで、４個の棚支持部材５６を取り付ける。具体的には、背面パネル１６の凸条５４を
境にした右側か左側の一方又は両方に２ヵ所、右内側パネル２１か左内側パネル２２の一
方又は両方に１ヵ所、支柱５０の右側か左側の一方又は両方に１ヵ所、合計４個一組の棚
支持部材５６をそれぞれ設け、棚板１２を設置する。棚板１２を複数段に設けるときは、
必要に応じて棚支持部材５６を４個一組にして適宜位置に取り付ける。
【００３６】
以上のように組み立てられたホームロッカー１１において、シャッタ１８を開閉するとき
は、各取っ手１９Ａ，１９Ｂを持って行なう。図３のように、シャッタ１８が閉った状態
から開くときは、各取っ手１９Ａ，１９Ｂを持って両側にそれぞれスライドさせる。これ
により、各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂはその下端部をガイド溝４６のレール４６Ａに支持
されると共にガイド溝４６に案内され、その上部を各案内用リブ２８に支持されて、側面
パネル１４，１５と内側パネル２１，２２との間に収納されていく。この状態を図１６及
び図１７に示す。図１６は各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂが閉った状態である。この状態か
らシャッタ１８を開くことで、各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂが側面パネル１４，１５と内
側パネル２１，２２との間に収納される。この収納された状態を図１７に示す。なお、シ
ャッタ１８を開放する度合いは、出し入れする物の大きさに応じて、全部開けたり、半分
程開けたり、適宜開放される。
【００３７】
また、棚板１２も収納する物の大きさに応じて適宜取り付けられる。背丈の高い物を収納
するときは棚板１２を設けず、低い背丈の物を収納するときにその背丈に合せて２段や３
段に棚板１２を取り付ける。具体的には、背面パネル１６の２ヵ所、内側パネル２１，２
２の１ヵ所及び支柱５０の１ヵ所であって所望の高さ位置に棚支持部材５６をそれぞれ設
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け、この上に棚板１２を載置する。この棚板１２はその四隅を背面パネル１６、内側パネ
ル２１，２２及び支柱５０で支持されるため、安定しており、かつ丈夫である。
【００３８】
各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂを閉めるときは、取っ手１９Ａ，１９Ｂを持って支柱２１に
当接するまでスライドさせる。
【００３９】
一方、ホームロッカー１１の屋根部１７は水平になっており、この部分に物を載せたり、
ホームロッカー１１を２段以上に重ねたりすることがある。この場合、屋根部１７にかか
る荷重は本体１１Ａの前後左右で効率的に支持される。即ち、本体１１Ａの両側は側面パ
ネル１４，１５及び内側パネル２１，２２で、前面は前面開口１１Ｂに設けられた支柱５
０で、背面は背面パネル１６に形成された凸条５４でそれぞれ支持されている。特に背面
パネル１６の凸条５４は支柱５０とほぼ同様の機能を有し、屋根部１７側からの荷重に対
して強い構造となっている。
【００４０】
以上のように、本実施例のホームロッカー１１では、各側面パネル１４，１５の内側に各
内側パネル２１，２２をそれぞれ設け、各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂの収納空間を形成し
たので、本体１１Ａの内部に収納した物は内側パネル２１，２２に当接して各シャッタ部
１８Ａ，１８Ｂに当たらない。このため、各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂの存在を考慮する
ことなく、物を本体１１Ａ内に隙間なく収納することができるようになる。これにより、
デッドスペースができることがなく、収納スペースが拡大して収納効率が大幅に向上する
。
【００４１】
さらに、各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂの組み付け時に各側面パネル１４，１５と各内側パ
ネル２１，２２とで各シャッタ部１８Ａ，１８Ｂを保持することができるため、ホームロ
ッカー１１の組み付け作業効率が向上する。
【００４２】
さらに、背面パネル１６と内側パネル２１，２２と支柱５０とにそれぞれ棚支持部材５６
を備えたので、これに棚板１２を取り付けることで本体１１Ａ内の空間を効率よく区画す
ることができ、収納効率がさらに向上する。
【００４３】
背面パネル１６には凸条５４を設けたので、この背面パネル１６の剛性が大幅に向上し、
屋根部１７に重い物を載せたり、ホームロッカー１１を複数段に積み重ねても十分に耐え
られる強度を持つことができるようになる。さらに、底板１３には凸条５４に対応する穴
（溝）が設けられているため、底板１３に背面パネル１６を組み付けるときに、凸条５４
が穴に嵌合してずれることがなくなり、組み付け時の位置決めの効果もある。さらに、棚
板１２を設けるときには、この棚板１２の奥の部分が凸条５４に当接して支持されるので
、棚板１２が左右にずれるのを防止することができる。
【００４４】
なお、前記実施例では、棚板１２を平板で構成したが、網状の板等の他の構成を有する板
材を用いてもよい。
【００４５】
また、棚支持部材５６はビスによって構成したが、ワッシャとねじや、Ｓ字型の支持金具
等、棚板１２を下側から支持できる構造の部材であれば、他の支持部材を用いてもよい。
【００４６】
【発明の効果】
以上詳細に説明したように本発明によれば、次の効果を奏することができる。
【００４７】
（１）　側面パネルの内側にシャッタの収納空間を形成する内側パネルを設けたので、ホ
ームロッカー内に物を収納する場合、内部収納空間の背面パネル側と共に両側面パネル側
にもシャッタの出入りの障害になることなく、物を隙間なくいっぱいに収納することがで

10

20

30

40

50

(7) JP 3549265 B2 2004.8.4



きるようになる。これにより、収納スペースが拡大して収納効率が大幅に向上する。
【００４８】
（２）　棚支持部材に棚を設けることで、ホームロッカーの収納空間を効率的に区画する
ことができ、収納効率が向上する。
【００４９】
（３）　背面パネルに凸条を設け、この凸条が支柱として機能するため、ホームロッカー
の剛性が大幅に向上する。これにより、ホームロッカーの屋根部に物を載せたり、ホーム
ロッカーを２段以上に積み重ねたりしても、十分に耐えられる剛性を有することになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るホームロッカーを示す分解斜視図である。
【図２】背面パネルの要部を示す部分断面図である。
【図３】本発明に係るホームロッカーを示す正面図である。
【図４】本発明に係るホームロッカーを示す平面図である。
【図５】本発明に係るホームロッカーを示す裏面図である。
【図６】左側面パネルを示す平面図である。
【図７】左側面パネルを示す底面図である。
【図８】左側面パネルを示す断面図である。
【図９】左内側パネルを示す平面図である。
【図１０】左内側パネルを示す底面図である。
【図１１】左内側パネルを示す断面図である。
【図１２】底板を示す要部拡大図である。
【図１３】側面パネル、シャッタ及び内側パネルが底板に嵌合される状態を示す概略断面
図である。
【図１４】側面パネルと内側パネルとの結合状態を示す要部斜視図である。
【図１５】側面パネルと内側パネルとシャッタとの関係を示す概略断面図である。
【図１６】シャッタが閉った状態のホームロッカーを示す平面断面図である。
【図１７】シャッタが開いた状態のホームロッカーを示す平面断面図である。
【図１８】従来のホームロッカーを示す斜視図である。
【符号の説明】
１１…ホームロッカー、１１Ａ…本体、１１Ｂ…前面開口、１２…棚板、１３…底板、１
４，１５…側面パネル、１６…背面パネル、１７…屋根部、１８…シャッタ、１８Ａ…右
シャッタ部、１８Ｂ…左シャッタ部、１９Ａ，１９Ｂ…取っ手、２１，２２…内側パネル
、５０…支柱、５４…凸条、５６…棚支持部材。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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